
    

 

２０２４年度第６回西日本放送番組審議会 

 

開催年月日 ２０２４年１０月８日（火）１４：００～１６：００ 

開催場所  西日本放送高松本社 ５階役員会議室 

委員の出欠 委員総数      ８名 

      出席委員数     ６名 

 

      出席委員の氏名 

        西 原 義 一 委員長 

        佃   昌 道 委 員 

森 下 聖 史 委 員 

        多 田 和 仁 委 員 

三 好 千 尋 委 員 

大 林 伸 二 委 員 

 

      欠席委員の氏名 

        岡 田 佳 子 委 員 

        古 市 聖一郎 委 員 

 

      講 師 

        日本テレビ放送網株式会社 

        報道局国際部長 

        小 林   史 氏 

 

      社側の出席者 

        中 村 卓 朗 （代表取締役社長）         

竹 内 陽一郎 （取締役営業統括 業務推進局長） 

        和 家   剛 （報道制作局長兼報道業務部長） 

        吉 田   剛 （香川報道制作部長） 

        亀 谷 哲 也 （岡山報道制作部長） 

 

      事務局 

        田 中 克 士 （編成業務部長兼放送審議室長） 

        香 川 豊 宏 （編成業務部兼放送審議室） 

        山 本 峰 子 （放送審議室） 
 
 



 

２０２４年度第６回番組審議会議事次第 

 

 開催日 ２０２４年１０月８日（火）１４：００～１６：００ 

 場 所 西日本放送高松本社 ５階役員会議室 

〔議 事〕 

議事進行 西原義一委員長 

     社側挨拶 代表取締役社長 中村卓朗 

 

   １．講演 
講 師 日本テレビ放送網株式会社 
    報道局国際部長 

 
小林 史氏 

 
      演 題 『①アメリカ大統領選 最新情勢と見通し 
           ②フェイク動画への対抗策 高まる真贋 

確認の重要性』 

   ２．質疑応答 

 

〔参考資料〕 

   ○ 社報 №４８３ 

   ○ タイムテーブル 秋号 

   ○ 視聴者対応 ８月 

   ○ ＢＰＯ報告 №２６８ 

 

〔次回開催予定〕 

 開催日 ２０２４年１１月１９日（火）１４：００～１６：００  

 場 所 西日本放送岡山本社 ３階会議室 

               TEL ０８６－２４４－０１１１ 

 議 題 テレビ番組  

     『 わざわざ食べに行きたい！ 
県民イチ推し！地元チェ―ン店 』   

 
 放送日 ２０２４年１０月１２日（土）１０：３０～１１：２５ 
 
 制 作 ＲＮＣ西日本放送テレビ       

                            以上  



【議事概要】 
 
今回は、日本テレビ放送網株式会社報道局国際部長 小林史様をお招きして、 
『① アメリカ大統領選 最新情勢と見通し  
②フェイク動画への対抗戦 高まる真贋確認の重要性』と題して講演をしていただき 
ました。 
 
NNN では２０２０年に 11 か所ある海外支局の中の１つのカイロ支局を閉鎖し、今は 10

カ所の支局でやっています。アメリカ大統領選挙の話しですが、丁度 1 ヶ月を切ったとこ
ろですが、少し前の夏前まではアメリカ大統領選はおじさん同士の争いで、注目度もそれほ
ど高くないというか、やや諦めモードがアメリカ国民の間でも広まっていたような状態だ
ったのですが、トランプさんの襲撃事件や直後のバイデンさんの撤退表明に続いてハリス
さんが出てくるという稀に見る波乱があり、一気にある意味面白くなったというか、注目度
が高まったところもあって、11 月に向けて準備をしているところです。 
フェイクニュースは大きく分けて 2 つあります。１つは情報面での嘘、間違った情報など。
もう１つは動画です。1 度でも誤った動画を流してしまうと、その報道機関にとってはそれ
が命取りになりかねません。ですから、どうやって投稿動画を見極めればいいのかを悩みな
がらやっています。一般視聴者が提供する動画に頼らざるを得ない側面がますます増えて
おり、一方でだからこそ、そこに意図するかしないかに関わらずフェイクというものが紛れ
込んできます。それに対して報道機関としてどう太刀打ちしていくかという問題と、さらに
人ではなく生成 AI を使ったものもあります。生成 AI を見分ける AI という具合でまさにイ
タチごっこが現状です。 
こういう事柄に日本よりも早くから取り組んでいる欧米のメディアや、ロイター通信のよ
うに世界中に動画を配信しているようなところでも、ある意味手探りで、日々出てくる新し
い技術を研究して、対抗策を模索していますが、専門チームを設けて情報交換をしながら、
24 時間体制で間違ったものを世界に配信しないように努めています。など、アメリカ大統
領の情勢や、報道機関としての真贋確認の重要性のお話を伺いました。 
 
委員のみなさまからは、生成 AI で作られたものに規制が入ってきているが、生成 AI は何
でも出来てしまうので、最初にこれは間違いなく生成 AI で作ったのですよというふうにわ
かるような規制を入れることが一番大事だと思う。 
アメリカの大統領選が日本の生活者にとってどう関わるかをもう少し説明していただくと、
関心が大きくなるような気がした。日本の生活者の視点でこういう影響がありますよとか、
ハリスさんは同じだというお話しだったが、そこまでが同じなのかがわかり辛かったので、
もし掘り下げた報道が可能ならそのあたりを取り上げていただけたらと少し思った。など
のご意見やご質問がありました。 
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